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自己評価及び外部評価結果

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

神奈川県平塚市万田１丁目１６－１

事業所は住宅や学校、大型店舗などが混在した場所に位置しています。JR「平塚」
駅からバスで20分ほどの郊外にあり、人々の生活を間近に感じることができる場所
です。管理者は今年度交代しましたが、開設7年目で利用者も職員も長く留まって
います。施設内は、清潔でゆったり落ち着いた雰囲気です。
＜優れている点＞
職員全員で話し合い、今年度新しい理念を策定しています。以前から「チームケ
ア」をしっかり実践してきた経過を踏まえ、「その人らしい生活の支援」を理念と
して認識し、個々の利用者の状況をきちんと把握した上で、今ある機能を極力落と
さず安全を図りながら、その人に応じた支援を実践しています。
勤務表作成は最小限の職員配置の中、各職員の事情を勘案しながら行っています。
それぞれの気づきや意見は、業務の中で抵抗なく話され、ミーティングで取り上げ
て検討されるという流れが自然に行われており、職員の働きやすい環境作り、ひい
ては定着につながっています。
＜工夫点＞
内部研修の講師を交代で担当しています。職員自身の意識を高め、研修の効果をあ
げています。夏祭りや敬老会など自治会の行事へ積極的に参加し、地元住民との交
流を深める努力をしています。
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36 ～ 55

認知症対応型共同生活介護

施設で暮らしながら、地域との関りを持って頂く為、折り紙や歌・傾聴・季節に合
わせたレクリエーションなどを行って頂くボランティアを取り入れています。毎日
のレクリエーションに加え、大きな声で歌ったり身体を動かしたり、楽しくお話で
きることが、皆様の活力になって頂けると考えております。また、季節の花や平塚
では有名な七夕祭りなど、季節を感じて頂く為、ドライブにお連れしています。今
年度は4月は桜、６月はアジサイ、７月は七夕と外出する機会を儲け、少しでも気分
転換して頂けるようにと考えています。外出中は、施設では見ることが出来ない表
情を見ることが出来会話も増え、笑顔も多く見られております。８月は夏祭りを開
催予定です。また、庭の畑には花の種や苗を皆様と一緒に植え、水まきなどをしな
がら、日々の成長を楽しまれています。コロナで中止していた面会も再開し、ご家
族の方に気軽に来所して頂き、面会やご家族との外出を楽しまれています。イベン
トや日常の写真とコメントをつけたお便りを月に１度ご家族に送付しています。

Ⅴ アウトカム項目

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

自己評価項目

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

令和6年10月8日令和6年8月10日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigonavi/

定員　計

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 23 ～ 35

株式会社フィールズ



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

〇 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

 事業所名 グループホーム幸せふくろう万田

 ユニット名 なでしこ

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

株式会社フィールズ



グループホーム幸せふくろう万田

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を
共有して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日
常的に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に
向けて活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的
に伝えながら、協力関係を築くように取り組
んでいる。

コロナも落ち着き、４月から２か月に一度の運
営推進会議を再開しています。自治会長や管轄
の地域包括支援センターの方に案内を出させて
頂き、地域の情報の収集や、施設の利用状況や
人員状況、行事の内容や事故等を報告してい
る。

コロナ禍が明け、対面での開催を再開していま
す。外部からの参加は、コロナ禍以降地域包括
支援センター職員のみとなっています。地域包
括支援センターからは関連の情報提供を受けて
いますが、特段、意見等は出ていません。欠席
者には事業所の活動内容や事故の状況等を報告
しています。

運営やケアの質の向上を
図るため、広く地域や利
用者本人・家族等の意見
を求めることが必要で
す。また、より地域交流
を深めるためにも参加者
を広げていく工夫が、期
待されます。

コロナも落ち着き、社会福祉協議会主催のイベ
ントにお誘いを頂き、９月にイベントに参加予
定です。また、事業所内で起きた事故は市の指
定の報告書にて知らせています。

市の担当課に、定期的に活動報告をする他、事
故報告や認定区分更新の手続き等の相談をする
など、必要に応じて連絡を取っています。ま
た、定期的に市から派遣される相談員の来訪が
あり、職員や利用者と様々な話を活発にする機
会を持っています。

自治会に加入し、毎月地域の情報誌などをポス
トに入れて頂けるので、皆様に読んで頂いてい
ます。ボランティアの方も来られ、外部との関
りの時間もコロナ前の様に多く持っていただい
ています。また、植物のお世話や日向ぼっこで
外に出た際は通りかかった方とお話したりして
楽しそうな様子も見られています。

地域情報は自治会を通じて得ています。コロナ
禍が明けたこともあり、夏祭りや敬老会などの
地域行事には、積極的な参加を心がけていま
す。入居者が戸外で寛ぎながら、地域の人たち
の生活の様子を眺め、時には声を掛け、会話を
楽しんでいます。定期的なボランティアの訪問
を受け入れています。

以前はSNSで施設の行事や日常を投稿していまし
たが、現在は投稿できていません。８月から再
開し、少しずつ投稿を始めています。投稿する
ことで、施設の中の様子や、認知症の方でもこ
れまでと同じように生活しているということが
発信できると考えています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

管理者変更に伴い、事業所理念に「その人らし
い生活の支援」を目標に掲げました。前管理者
の時の「チームケア」を念頭に置きながら、
日々のコミュニケーションを大切にしていま
す。また、ミーティングでは会社の理念を唱和
しそれと合わせて理念に基づいたケアを実践で
きるよう心がけています。

管理者交代に伴い、職員全員の意見を取り入れ
て理念を変更しています。前理念の「チームケ
ア」が実践ができていることをベースに、個々
の利用者に合った柔軟な支援を提供していこう
と毎月のミーティングや日常業務を通じて職員
全体に周知し、実践しています。

株式会社フィールズ



グループホーム幸せふくろう万田

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対
象となる具体的な行為を正しく理解するとと
もに、身体的拘束等の適正化のための指針の
整備、定期的な委員会の開催及び従業者への
研修を実施し、緊急やむを得ない場合を除
き、身体的拘束等をしないケアに取り組んで
いる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意
を払い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用で
きるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを
運営に反映させている。

家族ラインでこまめな連絡を取り合っていま
す。ライン登録していない家族とは電話にて連
絡を取り合っています。外部評価のアンケート
内容なども職員と共有しています。

毎月の利用者の様子を知らせるお便りを始め、
必要な連絡を家族とこまめに取っています。面
会時に家族の意見を聞くようにしていますが、
更に機会を増やしたいと考えています。外部評
価での家族アンケート結果を職員全体で共有
し、必要に応じて改善を図っています。

家族に運営推進会議や行
事などへの参加を働きか
け、家族等の意見を更に
引き出す機会を増やして
いくことが期待されま
す。

以前、実際に成年後見人がついている利用者が
いて、その方の見取りケアをしたときに後見人
とのやり取りを職員もする機会がありました。
今後後見人がついた利用者がいた場合には、役
割などの周知を再度行う予定です。

契約時に詳しく説明し、不明な点や質問は最後
に確認しています。

３か月に一度、事業所内で身体拘束廃止委員会
を開き、研修を行っています。講師となる職員
は当番制にし、自身が調べて発表することで、
自分の勉強にもなり、２ユニット同時に行うこ
とでコミュニケーションが生まれ、情報の共有
ができ、身体拘束をしないケアに努めていま
す。

事業所内で身体拘束廃止委員会を定期開催して
います。身体拘束の実態はなく、身体拘束に関
する職員研修の場として委員会を活用していま
す。非常勤職員も含め交代で研修の講師を務
め、担当の職員は事前に学習して臨むことで、
身体拘束防止の意識を高め、身体拘束をしない
支援に繋がっています。

６カ月に一度、事業所内で虐待防止委員会を開
き、研修を行っています。その他にも、ｅラー
ニングでの動画研修や、会社独自の事例検討会
などを行い、虐待の種類や事例などを繰り返し
学習し、虐待防止に努めています。

ユニット合同で年2回、虐待防止委員会を研修
を兼ねて開催しています。職員が交代で講師を
担当し、特にスピーチロックについてはお互い
の意識が高まり、改善に繋がっています。また
虐待防止に係る一斉点検シートでの振り返り、
働きやすい職場作りにも努め虐待防止を図って
います。

株式会社フィールズ



グループホーム幸せふくろう万田

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、や
りがいなど、各自が向上心を持って働けるよ
う職場環境・条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの
実際と力量を把握し、法人内外の研修を受け
る機会の確保や、働きながらトレーニングし
ていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会をつくり、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を
傾けながら、本人の安心を確保するための関
係づくりに努めている。

コロナ禍の延長線により交流はできていませ
ん。月に一度の管理者会には参加し他事業所と
情報共有をしています。

入所された最初は、不安や要望などを話すこと
が出来ない利用者も多いと思います。自己紹介
や優しい声掛け、ひとまず安心して「ここにい
ていいんだ」と思って頂ける関係づくりに努め
ています。

職員は常にリーダーや管理者に意見を言える環
境を作っています。何か意見があるときには
ミーティングで遠慮なく発言でき、解決に向け
て改善案などの話し合いも行っています。

運営や介護方法等についての気づきや意見は、
職員同士日常的にお互いに自由に発言し合い、
改善できることは改善しています。シフトは職
員の個人的事情も勘案して組み、職員が働きや
すい環境となっています。その結果、支援は利
用者個々人に合わせてゆったりと提供されてい
ます。

社員・パートに限らず、定期的に行っている委
員会の講師を当番制にしています。職員自身が
調べ、発表することで学習できる環境を作って
います。また、１・２階合同で開催するため、
お色々な意見が出て、他フロア同士の情報共有
の場になっています。

虐待防止、感染症対策、事故防止等の委員会兼
研修会を月1回のミーティングの時間を活用し
て全職員で行っています。講師を職員が交代で
担当することで職務への理解が深まり、効果を
上げています。その他法人が指定する必須の研
修を各自eラーニングで受講しています。

今後、介護技術に関する
研修も内部研修に取り入
れる必要があると考えて
います。介護サービスの
更なる質の向上に向けた
取組を期待します。

月に一度のミーティングや、面談などで職員の
意見を聞く機会を設けている。

毎月開催している全職員によるミ－ティングは
情報共有や意見交換の貴重な場となっていま
す。業務中の職員間の気づきやフランクな話し
合いなどは、リーダー会議を経てミーティング
で共有し業務改善等に繋げています。その他、
個別に管理者等との面談も行っています。
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外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を
傾けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家
族等が「その時」まず必要としている支援を
見極め、他のサービス利用も含めた対応に努
めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いて
いる。

19 ○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に
本人を支えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている。

ご本人の古い友人やしばらくお会いしていない
親せきの方やご兄弟など、コロナが明けて面会
の連絡をくれることがあります。ご家族に確認
し面会もして頂いています。

古い知人等から、稀に利用者の存否や面会につ
いて問合せがありますが、基本的には家族の意
向を確認した上で、面会等の調整をしていま
す。旧知の場所や人との関係継続支援は、コロ
ナ禍が明けたこともあり、家族と話し合いなが
ら支障がない範囲で行っています。

利用者の要望にはその都度耳を傾けています。
食事の準備や後片付け、清掃や洗濯などを一緒
に行うことで本人が役に立ちたい、できること
はやりたいという気持ちを大事にしています。

整形外科や眼科など家族対応の定期的な受診の
連絡、買い物や面会等の連絡は電話やラインで
やり取りしています。施設側だけの支援ではな
く、できる限り家族様も関わって頂き、面会な
どにも頻繁に来ていただけるようお話していま
す。

家族とも面談し、意向の確認を行っています。
家族からの質問や不安などに耳を傾け、安心し
て頂けるよう丁寧に答え、説明しています。

見学や問い合わせの時点で、入所を希望されて
も、アセスメントを行っている段階で見極め、
違う施設やサービスを提案させて頂く事もあり
ます。実際に併設の小規模への利用を進めたこ
ともありました。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士が関わり合い、支え合え
るような支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これま
での関係性を大切にしながら、必要に応じて
本人・家族の経過をフォローし、相談や支援
に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状の把握に努めている。

入所前には事前に情報の共有をしています。本
人やご家族の話しから知りえるその方の生活歴
などを共有し把握に努めています。日々のコ
ミュニケーションの中で分かることもたくさん
あり、穏やかに安定した生活ができるよう支援
しています。

その方の習慣や好きなことを取り入れながら、
お過ごし頂いています。職員は、一人一人にこ
まめに声掛けしながら日々の状態変化を記録に
残し共有しています。

以前は手紙が来たりしていましたが、現在はそ
のようなやり取りはありません。ご相談などが
あれば対応します。

できるだけ本人がそれまでしていたことを取り
入れながら生活して頂いています。集団でレク
リエーションなどを行うことが多いですが、集
団が苦手な方は個別で行ったりもしています。
また、本人の生活リズムを尊重しながら、身体
機能の維持に努め、利用者自身でできることの
継続を支援しています。

利用者がこれまで過ごしてきた生活の延長とし
て、無理なく暮らせるよう努めています。居室
内や入浴時に職員と1対1になった時、昔の生活
の様子や好きな事を聞いています。困難な場合
は、日頃の生活において、ポロッと出る言葉、
好きな物などを大切にして支援に繋げていま
す。

一人で過ごす時間を大切にしている方も多いで
すが、こまめに声掛けしフロアでなじみの方と
過ごされることも多いです。以前は仲良く会話
をしていた方々も、お互いの身体レベルの低下
により会話が困難となっても、職員が間に入る
ことにより会話を楽しんで頂いています。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあ
り方について、本人、家族、必要な関係者と
話し合い、それぞれの意見やアイディアを反
映し、現状に即した介護計画を作成してい
る。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工
夫を個別記録に記入し、職員間で情報を共有
しながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニー
ズに対応して、既存のサービスに捉われな
い、柔軟な支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を
把握し、本人が心身の力を発揮しながら安全
で豊かな暮らしを楽しむことができるよう支
援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、
納得が得られたかかりつけ医と事業所の関係
を築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している。

月に２回往診に来ていただき、一人一人の体調
の情報共有をしています。その際医師の診察を
行い、何かあればお薬を処方して頂き、体調管
理をしています。また、随時体調に変化があれ
ばFAXや電話で指示を仰ぎ対応しています。

入居時に家族の同意を得て、事業所の協力医療
機関をかかりつけ医にしています。急な体調変
化には電話で相談し細かい指示をもらっていま
す。また、家族や職員と共に、病院で説明を聞
くなど、安心して生活出来るよう支援していま
す。専門医の受診には、家族と相談の上同行し
ています。

これまでその方が大切にしてきた趣味、できる
ことややりたいこと、役割など、計画書へ反映
しています。その都度ミーティングで情報収集
し、半年に１度計画書の見直しを行っていま
す。

利用者がやりたいことをできる環境をなるべく
作っています。得意なことややりたいことをな
るべくできるお手伝いをしながら、役割をも
ち、安全に楽しみながら生活できる支援に努め
ています。

計画作成の担当者は、ミーティングのときに職
員に意見を聞き、その方の状況に合わせて介護
計画の作成をしています。ご家族の方に参加し
てもらうことはしていなませんが、ラインでの
やり取りや面会などで意見があれば反映するこ
ともあります。

毎月のミーティングで、利用者の今出来ている
事が維持でき、過剰な介護にならないよう、職
員全員で意見を出し合っています。半年ごとの
プラン更新時には、家族に対面で生活の様子を
報告し、どのように過ごして欲しいかを聞き、
意見や要望を反映したプランを作成していま
す。

日々の様子はケア記録にその都度記録してま
す。事故やヒヤリハットなどは専用の用紙に記
入し共有できるようにしています。月に一度の
ミーティングで日々の変化や気付きを話し合っ
ています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情
報や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護
師等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な
受診や看護を受けられるように支援してい
る。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよ
うに、また、できるだけ早期に退院できるよ
うに、病院関係者との情報交換や相談に努め
ている。又は、そうした場合に備えて病院関
係者との関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、
早い段階から本人・家族等と話し合いを行
い、事業所でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いてい
る。

救急対応のマニュアルを作成し、その通りに職
員全員が対応できるようにしています。事故報
告の連絡をする順番や連絡先も職員は把握し対
応できています。先日は実際に事例をあげ、ク
イズ形式で研修を実施しています。救急搬送時
の持ち物や、連絡先など確認しました。

半年に一度避難訓練を実施しています。地震・
水害・火災などを想定し、実際に駐車場まで避
難する訓練も行っています。また、実施に通報
訓練なども行い、慌てることなく対応できるよ
う備えています。非常用の物品は各階分かると
ころに設置しています。

消防署の協力により、併設の小規模多機能型事
業所と合同で消火訓練を行っています。地震を
想定し、ヘルメットを被り、リビングのテーブ
ルの下への避難や、職員2人で利用者をシーツ
に包み2階の非常階段から地上へ降りる方法を
計画しています。「一時持ち出しリュック」に
は懐中電灯、ラジカセ、電池等を入れて備えて
います。

特に夜間災害時の避難や
災害に備える備蓄品の充
実について、安心安全を
どう図るか、今後の工夫
が期待されます。

入院先の病院へ情報提供し、入院中の情報を頂
いています。可能な限り病院へ行き、直接担当
ナースと話をして経過や今後のことについて相
談しています。

知慮方針や家族の希望により医療行為が必要に
なったときは、対応できる施設へ移動して頂く
が、あくまで延命処置を希望されなかったり主
治医の判断でこちらで終末期を迎える時にはム
ンテラを行い十分に話し合いをし家族の意向と
治療方針を相談しています。

初めから積極的な看取りを考えているのではな
く、利用者が重度化した時に、改めて主治医は
家族に病状の説明をしています。医療を希望
し、医療機関に移るのか、また、延命せずこの
まま住み慣れたホームで過ごすのか話し合い、
家族、本人の望む場所で最期が迎えられるよう
取り組んでいます。

往診医の先生や看護師とも密に連絡を取り合い
情報を共有し、指示をもらっています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日
をどのように過ごしたいか、希望にそって支
援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができる
ように支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとり
の好みや力を活かしながら、利用者と職員が
一緒に準備や食事、片付けをしている。

食事をメインで作るのは職員ですが、料理がお
好きな方にはエプロンもして頂き、盛り付けや
もやしのひげ取り、大根をおろして頂いたり、
ご自宅で料理していた頃の話も聞きながら楽し
みながらお手伝いして頂いています。月に１度
皆様からリクエストを聞いて、お楽しみランチ
の提供もしています。

月1回お楽しみランチがあります。利用者のリ
クエストに応え、ラーメン、ピザ、ハンバー
ガーなどを注文し、特に寿司のテイクアウトは
人気があり喜ばれています。夏祭りでは、焼き
そば、フランクフルトなどを屋台風に並べ、そ
れぞれ好きな物を選ぶなど、お祭り気分を味わ
えるように工夫しています。

施設でできることは限られている為、レクリ
エーションの参加を促したり、外へ日向ぼっこ
や外出にお誘いの声掛けをすることはあります
が、決して無理強いはしません。片方では皆さ
んでレクを行い、片方ではおひとりで集中して
お好きな塗り絵を行うということもあり、基本
的には自由に過ごして頂いています。

利用者によっては、お風呂の準備はご自分で
行っています。やむを得ず職員が準備する場合
でも、誕生日などでご家族にプレゼントされた
洋服などを選ぶととても喜ばれます。３か月に
１度くらいのペースで理美容の方が来所され、
利用者の要望を聞きながらカットをしていただ
いています。カラーをご希望される方もいるの
で実施して頂いています。

その場に応じた言葉遣いを選択し、利用者の尊
厳を保ちながらも、親しみを持って頂けるよう
努めている。被害妄想がある利用者には、決し
て否定せず傾聴し対応している。個人情報が
載っているファイルは鍵付きのキャビネットで
保管している。

トイレ介助は、安全に座ったのを確認後ドアの
外で待ち、また同性介助に応じるなど利用者の
羞恥心に配慮しています。研修で人格を損なわ
ない言葉かけについて学んでいます。強い口調
になったり、不適切な言葉かけは、職員間で注
意し合い、利用者が安心して生活出来るよう努
めています。

日ごろから、利用者が要望や思いを話して頂け
る関係性を築き、何か困っていることがあれば
いくつか選択肢をお話しし、ご本人に決めて頂
いてます。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や
力、習慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じ
た口腔ケアをしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ
とりの力や排泄のパターン、習慣を活かし
て、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予
防に取り組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入
浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や時
間帯を決めてしまわずに、個々に応じた入浴
の支援をしている。

服薬で排便コントロールを行っている方も多い
ですが、内田クリニックに相談し調整しながら
服用しています。また、バランスの良い食事と
適度な水分摂取、レクリエーションなどでは体
操などで身体を動かしています。

職員の配置の関係で、入浴の時間はこちらで決
めています。週に２回の入浴を行い、１日３名
なので、一人一人ご自身のペースでゆっくり
入って頂いています。拒否の方は時間をおいて
声掛けしたり入れない時には職員同士共有し、
清潔の保持に努めています。

浴槽内の滑り止めマットや、浴槽をまたぐため
の手摺を備え、安全な環境を整えています。一
人での入浴を希望する利用者は、羞恥心に配慮
して、浴室の外から見守っています。個人用の
足ふきマットを用意し、衛生面に配慮していま
す。季節のゆず湯などを工夫し、入浴は気持ち
よいと思ってもらえるよう努めています。

毎食後に声掛けし歯磨きを行って頂いていま
す。希望者には週に１度～月に１度の口腔外科
の診察もあり、歯石の除去や入れ歯の調整をし
て頂いています。また、歯磨きの仕方や汚れが
たまりやすい所を教えて頂き、毎食後の声掛け
をしています。

利用者の身体状況や排尿のタイミングなどによ
り、やむを得ずおむつや尿取りパットを使用す
る例もありますが、定時でトイレ誘導し排泄を
促すことで、オムツを使用しなくても済んでい
る例もあります。排泄の失敗などが目立ってき
たタイミングで、ミーティングなどで話し合
い、最善の方法でできるだけオムツなどを使用
しない方法を話し合っています

自立度が高い布パンツの利用者は、着替えた下
着などを入れるカゴを部屋に置いています。
朝、職員が洗濯をして午後には自分でたたんで
収納し、自立を促す支援をしています。毎日の
体操では足を使う運動を行い、下肢筋力を維持
して歩いてトイレに行き、排泄が出来るよう支
援しています。定時のトイレ誘導により、便失
禁が減った事例があります。

食事は職員が調理をして提供しています。その
方の状態に応じて一口大に刻んで食べて頂きや
すいようにしています。「トイレが近くなる」
と水分を摂らない方もいますが、その都度声掛
けしながらなるべく摂って頂いています。
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グループホーム幸せふくろう万田

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れ
るよう支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服薬
の支援と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援
をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に
出かけられるよう支援に努めている。また、
普段は行けないような場所でも、本人の希望
を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じ
て、お金を所持したり使えるように支援して
いる。

利用者の金銭管理は施設側で行っており、トラ
ブル防止の為利用者はお金の管理はしていませ
ん。

料理が得意な方には調理の際盛り付けや味見、
もやしのひげ取りをしていただいたり、お掃除
が好きな方にはテーブルを拭いていただいたり
洗濯物を畳んでいただくなど、好きなことや得
意な事を生かして楽しみながら役割を持ってい
ただいています。

月に一度、ドライブなどの外出をしたり、晴れ
た日には庭やベランダに出て花を見たりベンチ
に座っておやつを召し上がったりしています。
また、ご家族と一緒に外食やご自宅にお出かけ
することもあります。

7月の「平塚七夕祭り」は利用者全員で参加す
る一大イベントになっています。平塚住民の利
用者には馴染みの場所であり、懐かしい風景に
なっています。家族の面会時、近所のスーパー
マーケットで買い物をしたり、正月には一時帰
宅をしています。外の空気に触れることで、気
分転換やストレス発散の良い機会になるよう努
めています。

その方の習慣や体調に合わせて午後から居室で
臥床する時間を作っています。安心して休んで
いただけるよう、何かあったら声をかけて下さ
いとお伝えして退室しています。

新しく処方される薬は、何のために服用を開始
するのか、それに伴う副作用の可能性、服用の
タイミングなどは共有ノートに記載し共有して
います。また、飲み始めてからの変化や症状な
どは都度記録に残し、提携のクリニックに随時
報告できるようにしています。
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グループホーム幸せふくろう万田

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしてい
る。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせ
るような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような居
場所の工夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつできる
だけ自立した生活が送れるように工夫してい
る。

ベッドとクローゼット以外はご自身の使い慣れ
た物をご持参いただき使用して頂いています。
毎朝の掃除機がけや、担当者が利用者と確認し
ながら衣替えや清掃などをしますが、一人一人
の生活の場でプライベートの場ということを忘
れず行っています。

ベットから起きて、隣のトイレまで伝い歩き出
来るように動線に椅子を配置したり、また手に
アザが出来ないよう、ベット柵にタオルを巻く
など、安全な生活に配慮しています。居室のテ
レビで好きな昭和歌謡を聞いたり、新聞を切り
抜いて作ったスクラップブックを眺めたりなど
自由に過ごせる居室となっています。

建物内はバリアフリーで安全に過ごせる環境に
なっています。例えばできるだけご自分の洗濯
物は畳んで頂き、自室のクローゼットに戻して
頂いている。転倒のリスクなどある方でもでき
る限りご自身のことができるよう必要な所はお
手伝いをしながら行って頂いています。

フロアや廊下、居室は毎日掃除機をかけてモッ
プがけをしており、清潔を保っています。ま
た、壁には皆様で制作した季節にあった壁紙を
貼ったり、庭で育てた花を花瓶に入れて飾った
り、明るい雰囲気作りに努めています。

掃除の行き届いた清潔な空間となるよう努めて
います。リビングの壁には折り紙ボランティア
と一緒に折ったトンボや朝顔、ペットボトルを
利用して作った風鈴を飾り、季節感を表わして
います。レクリエーションより掃除をしている
方が好きな人、また集団が苦手な人が好きな塗
り絵に集中したりして個別に過ごし、それぞれ
が居心地よく、自由に過ごしています。

日中はフロアや自室でご自由に過ごしていただ
いています。仲の良い方同士は席を近くにし、
フロアで過ごす際は楽しく話ができる環境を
作っています。また、一人で過ごしたい方は自
由に自室で本を読んだりテレビを見たりする時
間を大切にしています。

ご家族から電話があればご本人とかわってお話
をしていただいていますが、本人自ら電話をし
たいという要望が聞かれない為実施したことは
ありません。お手紙も定期的に送られてくるご
家族もいる為お渡ししています。何か要望があ
る時にはラインでお伝えしているのみでお手紙
のやり取りなどはしていません
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56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

〇 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 グループホーム幸せふくろう万田

 ユニット名 くすのき

　Ⅴ　アウトカム項目
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グループホーム幸せふくろう万田

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

コロナも落ち着き、４月から２か月に一度の運営
推進会議を再開しています。自治会長や管轄の地
域包括支援センターの方に案内を出させて頂き、
地域の情報の収集や、施設の利用状況や人員状
況、行事の内容や事故等を報告している。

コロナも落ち着き、社会福祉協議会主催のイベン
トにお誘いを頂き、９月にイベントに参加予定で
す。また、事業所内で起きた事故は市の指定の報
告書にて知らせています。

自治会に加入し、毎月地域の情報誌などをポスト
に入れて頂けるので、皆様に読んで頂いていま
す。ボランティアの方も来られ、外部との関りの
時間もコロナ前の様に多く持っていただいていま
す。また、植物のお世話や日向ぼっこで外に出た
際は通りかかった方とお話したりして楽しそうな
様子も見られています。

以前はSNSで施設の行事や日常を投稿していまし
たが、現在は投稿できていません。８月から再開
し、少しずつ投稿を始めています。投稿すること
で、施設の中の様子や、認知症の方でもこれまで
と同じように生活しているということが発信でき
ると考えています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

管理者変更に伴い、事業所理念に「その人らしい
生活の支援」を目標に掲げました。前管理者の時
の「チームケア」を念頭に置きながら、日々のコ
ミュニケーションを大切にしています。また、
ミーティングでは会社の理念を唱和しそれと合わ
せて理念に基づいたケアを実践できるよう心がけ
ています。
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グループホーム幸せふくろう万田

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象
となる具体的な行為を正しく理解するととも
に、身体的拘束等の適正化のための指針の整
備、定期的な委員会の開催及び従業者への研修
を実施し、緊急やむを得ない場合を除き、身体
的拘束等をしないケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

家族ラインでこまめな連絡を取り合っています。
ライン登録していない家族とは電話にて連絡を取
り合っています。外部評価のアンケート内容など
も職員と共有しています。

以前、実際に成年後見人がついている利用者がい
て、その方の見取りケアをしたときに後見人との
やり取りを職員もする機会がありました。今後後
見人がついた利用者がいた場合には、役割などの
周知を再度行う予定です。

契約時に詳しく説明し、不明な点や質問は最後に
確認しています。

３か月に一度、事業所内で身体拘束廃止委員会を
開き、研修を行っています。講師となる職員は当
番制にし、自身が調べて発表することで、自分の
勉強にもなり、２ユニット同時に行うことでコ
ミュニケーションが生まれ、情報の共有ができ、
身体拘束をしないケアに努めています。

６カ月に一度、事業所内で虐待防止委員会を開
き、研修を行っています。その他にも、ｅラーニ
ングでの動画研修や、会社独自の事例検討会など
を行い、虐待の種類や事例などを繰り返し学習
し、虐待防止に努めています。
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グループホーム幸せふくろう万田

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

コロナ禍の延長線により交流はできていません。
月に一度の管理者会には参加し他事業所と情報共
有をしています。

入所された最初は、不安や要望などを話すことが
出来ない利用者も多いと思います。自己紹介や優
しい声掛け、ひとまず安心して「ここにいていい
んだ」と思って頂ける関係づくりに努めていま
す。

職員は常にリーダーや管理者に意見を言える環境
を作っています。何か意見があるときにはミー
ティングで遠慮なく発言でき、解決に向けて改善
案などの話し合いも行っています。

社員・パートに限らず、定期的に行っている委員
会の講師を当番制にしています。職員自身が調
べ、発表することで学習できる環境を作っていま
す。また、１・２階合同で開催するため、お色々
な意見が出て、他フロア同士の情報共有の場に
なっています。

月に一度のミーティングや、面談などで職員の意
見を聞く機会を設けている。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

ご本人の古い友人やしばらくお会いしていない親
せきの方やご兄弟など、コロナが明けて面会の連
絡をくれることがあります。ご家族に確認し面会
もして頂いています。

利用者の要望にはその都度耳を傾けています。食
事の準備や後片付け、清掃や洗濯などを一緒に行
うことで本人が役に立ちたい、できることはやり
たいという気持ちを大事にしています。

整形外科や眼科など家族対応の定期的な受診の連
絡、買い物や面会等の連絡は電話やラインでやり
取りしています。施設側だけの支援ではなく、で
きる限り家族様も関わって頂き、面会などにも頻
繁に来ていただけるようお話しています。

家族とも面談し、意向の確認を行っています。家
族からの質問や不安などに耳を傾け、安心して頂
けるよう丁寧に答え、説明しています。

見学や問い合わせの時点で、入所を希望されて
も、アセスメントを行っている段階で見極め、違
う施設やサービスを提案させて頂く事もありま
す。実際に併設の小規模への利用を進めたことも
ありました。

株式会社フィールズ



グループホーム幸せふくろう万田

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

入所前には事前に情報の共有をしています。本人
やご家族の話しから知りえるその方の生活歴など
を共有し把握に努めています。日々のコミュニ
ケーションの中で分かることもたくさんあり、穏
やかに安定した生活ができるよう支援していま
す。

その方の習慣や好きなことを取り入れながら、お
過ごし頂いています。職員は、一人一人にこまめ
に声掛けしながら日々の状態変化を記録に残し共
有しています。

以前は手紙が来たりしていましたが、現在はその
ようなやり取りはありません。ご相談などがあれ
ば対応します。

できるだけ本人がそれまでしていたことを取り入
れながら生活して頂いています。集団でレクリ
エーションなどを行うことが多いですが、集団が
苦手な方は個別で行ったりもしています。また、
本人の生活リズムを尊重しながら、身体機能の維
持に努め、利用者自身でできることの継続を支援
しています。

一人で過ごす時間を大切にしている方も多いです
が、こまめに声掛けしフロアでなじみの方と過ご
されることも多いです。以前は仲良く会話をして
いた方々も、お互いの身体レベルの低下により会
話が困難となっても、職員が間に入ることにより
会話を楽しんで頂いています。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

月に２回往診に来ていただき、一人一人の体調の
情報共有をしています。その際医師の診察を行
い、何かあればお薬を処方して頂き、体調管理を
しています。また、随時体調に変化があればFAX
や電話で指示を仰ぎ対応しています。

これまでその方が大切にしてきた趣味、できるこ
とややりたいこと、役割など、計画書へ反映して
います。その都度ミーティングで情報収集し、半
年に１度計画書の見直しを行っています。

利用者がやりたいことをできる環境をなるべく
作っています。得意なことややりたいことをなる
べくできるお手伝いをしながら、役割をもち、安
全に楽しみながら生活できる支援に努めていま
す。

計画作成の担当者は、ミーティングのときに職員
に意見を聞き、その方の状況に合わせて介護計画
の作成をしています。ご家族の方に参加してもら
うことはしていなませんが、ラインでのやり取り
や面会などで意見があれば反映することもありま
す。

日々の様子はケア記録にその都度記録してます。
事故やヒヤリハットなどは専用の用紙に記入し共
有できるようにしています。月に一度のミーティ
ングで日々の変化や気付きを話し合っています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

救急対応のマニュアルを作成し、その通りに職員
全員が対応できるようにしています。事故報告の
連絡をする順番や連絡先も職員は把握し対応でき
ています。先日は実際に事例をあげ、クイズ形式
で研修を実施しています。救急搬送時の持ち物
や、連絡先など確認しました。

半年に一度避難訓練を実施しています。地震・水
害・火災などを想定し、実際に駐車場まで避難す
る訓練も行っています。また、実施に通報訓練な
ども行い、慌てることなく対応できるよう備えて
います。非常用の物品は各階分かるところに設置
しています。

入院先の病院へ情報提供し、入院中の情報を頂い
ています。可能な限り病院へ行き、直接担当ナー
スと話をして経過や今後のことについて相談して
います。

知慮方針や家族の希望により医療行為が必要に
なったときは、対応できる施設へ移動して頂く
が、あくまで延命処置を希望されなかったり主治
医の判断でこちらで終末期を迎える時にはムンテ
ラを行い十分に話し合いをし家族の意向と治療方
針を相談しています。

往診医の先生や看護師とも密に連絡を取り合い情
報を共有し、指示をもらっています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

食事をメインで作るのは職員ですが、料理がお好
きな方にはエプロンもして頂き、盛り付けやもや
しのひげ取り、大根をおろして頂いたり、ご自宅
で料理していた頃の話も聞きながら楽しみながら
お手伝いして頂いています。月に１度皆様からリ
クエストを聞いて、お楽しみランチの提供もして
います。

施設でできることは限られている為、レクリエー
ションの参加を促したり、外へ日向ぼっこや外出
にお誘いの声掛けをすることはありますが、決し
て無理強いはしません。片方では皆さんでレクを
行い、片方ではおひとりで集中してお好きな塗り
絵を行うということもあり、基本的には自由に過
ごして頂いています。

利用者によっては、お風呂の準備はご自分で行っ
ています。やむを得ず職員が準備する場合でも、
誕生日などでご家族にプレゼントされた洋服など
を選ぶととても喜ばれます。３か月に１度くらい
のペースで理美容の方が来所され、利用者の要望
を聞きながらカットをしていただいています。カ
ラーをご希望される方もいるので実施して頂いて
います。

その場に応じた言葉遣いを選択し、利用者の尊厳
を保ちながらも、親しみを持って頂けるよう努め
ている。被害妄想がある利用者には、決して否定
せず傾聴し対応している。個人情報が載っている
ファイルは鍵付きのキャビネットで保管してい
る。

日ごろから、利用者が要望や思いを話して頂ける
関係性を築き、何か困っていることがあればいく
つか選択肢をお話しし、ご本人に決めて頂いてま
す。

株式会社フィールズ



グループホーム幸せふくろう万田

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

服薬で排便コントロールを行っている方も多いで
すが、内田クリニックに相談し調整しながら服用
しています。また、バランスの良い食事と適度な
水分摂取、レクリエーションなどでは体操などで
身体を動かしています。

職員の配置の関係で、入浴の時間はこちらで決め
ています。週に２回の入浴を行い、１日３名なの
で、一人一人ご自身のペースでゆっくり入って頂
いています。拒否の方は時間をおいて声掛けした
り入れない時には職員同士共有し、清潔の保持に
努めています。

毎食後に声掛けし歯磨きを行って頂いています。
希望者には週に１度～月に１度の口腔外科の診察
もあり、歯石の除去や入れ歯の調整をして頂いて
います。また、歯磨きの仕方や汚れがたまりやす
い所を教えて頂き、毎食後の声掛けをしていま
す。

利用者の身体状況や排尿のタイミングなどによ
り、やむを得ずおむつや尿取りパットを使用する
例もありますが、定時でトイレ誘導し排泄を促す
ことで、オムツを使用しなくても済んでいる例も
あります。排泄の失敗などが目立ってきたタイミ
ングで、ミーティングなどで話し合い、最善の方
法でできるだけオムツなどを使用しない方法を話
し合っています

食事は職員が調理をして提供しています。その方
の状態に応じて一口大に刻んで食べて頂きやすい
ようにしています。「トイレが近くなる」と水分
を摂らない方もいますが、その都度声掛けしなが
らなるべく摂って頂いています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

利用者の金銭管理は施設側で行っており、トラブ
ル防止の為利用者はお金の管理はしていません。

料理が得意な方には調理の際盛り付けや味見、も
やしのひげ取りをしていただいたり、お掃除が好
きな方にはテーブルを拭いていただいたり洗濯物
を畳んでいただくなど、好きなことや得意な事を
生かして楽しみながら役割を持っていただいてい
ます。

月に一度、ドライブなどの外出をしたり、晴れた
日には庭やベランダに出て花を見たりベンチに
座っておやつを召し上がったりしています。ま
た、ご家族と一緒に外食やご自宅にお出かけする
こともあります。

その方の習慣や体調に合わせて午後から居室で臥
床する時間を作っています。安心して休んでいた
だけるよう、何かあったら声をかけて下さいとお
伝えして退室しています。

新しく処方される薬は、何のために服用を開始す
るのか、それに伴う副作用の可能性、服用のタイ
ミングなどは共有ノートに記載し共有していま
す。また、飲み始めてからの変化や症状などは都
度記録に残し、提携のクリニックに随時報告でき
るようにしています。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

ベッドとクローゼット以外はご自身の使い慣れた
物をご持参いただき使用して頂いています。毎朝
の掃除機がけや、担当者が利用者と確認しながら
衣替えや清掃などをしますが、一人一人の生活の
場でプライベートの場ということを忘れず行って
います。

建物内はバリアフリーで安全に過ごせる環境に
なっています。例えばできるだけご自分の洗濯物
は畳んで頂き、自室のクローゼットに戻して頂い
ている。転倒のリスクなどある方でもできる限り
ご自身のことができるよう必要な所はお手伝いを
しながら行って頂いています。

フロアや廊下、居室は毎日掃除機をかけてモップ
がけをしており、清潔を保っています。また、壁
には皆様で制作した季節にあった壁紙を貼った
り、庭で育てた花を花瓶に入れて飾ったり、明る
い雰囲気作りに努めています。

日中はフロアや自室でご自由に過ごしていただい
ています。仲の良い方同士は席を近くにし、フロ
アで過ごす際は楽しく話ができる環境を作ってい
ます。また、一人で過ごしたい方は自由に自室で
本を読んだりテレビを見たりする時間を大切にし
ています。

ご家族から電話があればご本人とかわってお話を
していただいていますが、本人自ら電話をしたい
という要望が聞かれない為実施したことはありま
せん。お手紙も定期的に送られてくるご家族もい
る為お渡ししています。何か要望がある時にはラ
インでお伝えしているのみでお手紙のやり取りな
どはしていません

株式会社フィールズ



優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 3

２カ月に1度運営推進会議を行っている
が、参加者が限られており、地域交流
があまり深められていない。

運営やケアの質の向上を図る為、自治
会の方や民生委員、ご家族様など幅を
広げて参加を促す。

10月からの運営推進会議にはこれまで
通り自治会長にご案内を送り、難しけ
れば役員の方などに参加して頂く様声
をかける。ご家族の方にもご案内をす
る。

3ヶ月

2 16

夜間想定の避難訓練の実施をしていな
い。

夜間想定の避難訓練を実施する。 夜勤者２名と小規模多機能の職員１名
とで夜間を想定した避難訓練を実施す
る。避難誘導の訓練や、非常階段を
使った訓練なども実施予定。

3ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

2024年度
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